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クロマグロの品種改良を行うためには,個 体識

別可能なタグとその装着技術開発が必須である。

既存の魚類用標識タグは筋 肉に挿入する場合が

多いが,そ れは可食部である損傷を招き,種 苗の

価値や成魚解体販売時の商品価値が低 下する。

また体内へ挿入するアーカイバルタグやピットタグ

では,外 部からの確認が困難な欠点がある。本研

究では,こ のような欠点を無くしたクロマグロ幼魚

の個体識別川標識およびその装着技術開発を目

的とし,標 識装着実験を行って,標 識の種類,幼

魚のハンドリング方法,装 着後の適切な飼 育環境

の検討を行った。

用いて,タ グ装着場所を鯉蓋に変えると共 に,タ

グも円盤型に変更して装着実験を行った。飼育は,

クロマグロは6m×6mX4mの 小割生け篭で,マ ダ

イとカンパチはそれぞれ直径6mの20t容 量の円

形水槽で飼育した。

実験 皿 人工卵孚化クロマグロを材料 とし,魚 体の

擦過傷防ILの ために装着時のハンドリング方法の

変 更,す なわちタグ装着時の魚体 固定法を実験

Hに おけるスポンジ担架から耐水性マットとポリ袋

を使用する方法に変更した。また,装 着後放流す

る生け篭の大きさを直径30m円 形生け篭を川い

て大きくする実験を行った。

材料と方法

結果と考察

供 試 魚 とし て は,天 然 捕 獲(24尾;53.7土2.7

cmTL)お よ び 人 工 卵孚化 ク ロマ グ ロ 幼 魚(24尾;

42.1±1.OcmTL)を,ま た 種 に よる違 い を 明 らか に

す る 目 的 で,マ ダ イ(30尾;24.8±1.1cmTL)と カ ン

パ チ(30尾;38.6士2.9cmTL)も 用 い た 。

実験1予 備的実験としてクロマグロと同じ大型

回遊魚であるカンパチを材料 とし,商 品価値を損

なわない背鰭と腹鰭への市販のダートタグ装着実

験を行った。

実 験H天 然捕 獲 クロマグロ,マ ダイ,カ ンパチ を

実験1装 着後30日 目にはタグはすべて脱落し,

鰭へのタグ装着は有効でないと判断された。

実験Hタ グを装着したクロマグロは3U後 に全

て死亡した。タグの脱落率は14.2%と 高くなかっ

たので,タ グとその装着部位 の変更は有効なもの

の,装 着時のハンドリングと,装 着後の飼育生け

篭が適切でないことが推察された。

実 験 皿 装 着7日 後 の クロマ グロの 生 存 率 は

58.3%で あり,ハ ンドリング時 に擦 過 傷防 止のため

耐 水 マットとポリ袋 を用 いること,装 着 後放 流す る
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生け篭を大きくすることが生存率 向上 につながる

と考えられた。しかしながら,死 亡魚でのタグ脱落

率は80%で あった。したがって,タ グ脱落率改善

のために,タ グ装着 に用いるピンの材質やサイズ,

太さ等の変更をする必要があると考えられた。
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